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全国鉄鋼販売業連合会広報委員会主管

〒1030025 東京都中央区日本橋茅場町3210鉄鋼会館6F803 3808 2350 FAX03 3808 2358

(平成20年 H月 1日

～H月 30日 )

金融不安とリ

△東北鉄鋼販売業連合会(齋藤芳郎会長)

H月 14日 (金 )第 3回 lrl会 を仙台市内のブラザー軒で |

開催。齋藤会長は「荷動きが止まり緊急事態。民間の大 |

型物件やオフィスビルの延期・中止が見られる。メーカ
|

一ネットは値下げや据え置きで価格差が開いた状態であ |

る。特約店は売上激減と在庫損で厳 しい冬を迎えるのが |

確実になってきた。在庫を減 らしていこうとする危機意 |

識はあるが、顧客は必要以上 しか買わず、さっばり減ら
|

ない。ゼネコン倒産により不良債権が発生 している。東 |

北 6県 の任1産 は増加 している。不良債権をつかまないよ
|

う努めるしかない」と挨拶 した。各品種の状況報告を行 |

った後、会員の池田鋼機 (鶴 岡市)の村上豊社長が「金 |
融危機とリスク管理について」と題 し、講演 した。「金

|

融収縮が起こり、政府が対策を打っているが、鉄鋼特約

店としては金融機関への信用対策や顧客の与信管理を考

慮すれば、帳簿のうえでの収益以上のキャッシュフロー

が重要である。キャッシュが回っていれば貸し渋 りは回

避できる」と強調 していた。

青年部が与信管理の勉強会
H月 25日 (火 )東北鉄連青年部会は「せんだいメディ

アテーク」で与信管理の勉強会を開催した。講師には帝

国データーバンクの辻合正夫・仙台支店長を招いた。辻

合支店長は「現場で行う与信管理」と題 し、倒産のシグ

ナルを見逃さない情報収集のポイント、調査会社を利用

した信用調査などから説明した。取引先の信用が悪化 し

た場合の対処 として債権の減額化、取引条件の見直し、

担保確保などを行い、取引打ち切 りを決めた際の売掛債

権の回収、商品引き揚げの注意点 (自 社及び他社製品の

場合)を詳 しく述べた。また、実際の例産企業を取 り上

げて倒産に至る典型例を紹介。帝国データーバ ンクの信

用調査報告書の読み方を説き、取引先企業の業績や銀行

取引、資金の現況、貸借対照表など留意点を開設 した。

なお、当日の出席者は約 40名だった。

工場見学に 36名が参加

△新潟県鉄鋼販売業連合会(今井幹文会長)

H月 19日 (水 )研修事業 として新日本製鉄君津製鉄所

などの見学会を実施。会員会社の経営者、中堅幹部、営

業責任者など 36名が参加 した。当日、東京駅に集合 し

た一行は貸 し切 リバスに乗 り込み、アクアライン経由で

富津市のアイ・テック東京支店に到着。大規模鋼材ヤー

ドとC形鋼生産ラインを見学 した。君津製鉄所では花坂

員・新潟支店建材マ ネージャーが案内。製鉄所のlll要 を

視聴 した後、工場見学ではお立ち台から第 4高炉を眺め

製鋼工場で第 6連続鋳造、厚板工場では圧延ラインを見
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学。続いてニッテツコラムを見学 した。厚板をプレス成 |

型 し、コラム組み立て、溶接を経てUコ ラム、W・ Cコ
|

ラムに加工される工程で徹底 した品質管理を感 じ取って
|

いた。                       |

金失金岡 言果 撻塾ネ各づ≧

11月 26日 (水 )

会場 鉄鋼会館 804号 室

出席 松法1・ 芳澤 (経済省)林 。木下 (愛知 )西村・山

岸・佐藤 (東京)阪上 (大 阪)今井 (北海道)井
上 (神奈川)今井 (新潟 )南 (石川 )関本 (1目

役員・茨城 )

●全鉄連調べによる 3地区12品種 18サ イズの平均市況は

120,300円 前月比-6,000円、前年同月比 +30,600円 。

経済産業省からは、緊急保証制度、予約保証制度などに

ついて説明があつた。詳細は鉄流懇本会議での松法1氏 コ

メントを参照。

常任理事会
● 11月 21日 (金 )に実施 した第 5回鉄鋼営業中堅社

員研修講座の模様と収支について事務局から報告があっ

た。受講者は 40社 89名 だった。

●今年の 3月 から継続 して開催 されている鋼材品質証明

検討委員会は 11月 13日 (木 )に開催され、その概要

について事務局より報告があ り、未だ建設に係わる各業

界の意見がまとめきれていない、とのことだった。

●平成 21年合同新年賀詞交歓会は 1月 14日 (水 )予
定されているが、例年 どお りの実施要領 となる。なお、

幹事団体は全国厚板シヤ リングエ業組合である。また、

平成 22年は 1月 15日 (金 )日 本橋箱崎「ロイヤルパ

ークホテル」にて開催することになった。

● 12月 の鉄流懇については、主管する日本鉄鋼連盟 と

協議 し、体会することになった。

第 405回鉄流懇概要

荷動きヽ市況など急落ヽ在庫調整に注力
●東鉄連からの概況報告 (山岸・佐藤 )

△鉄筋…デベロッパーの倒産が相次ぎ、直近破綻 した 3

社合わせて 1千億円ほどの負債が出ている。ゼネコンは

工事の中断、見直しを頻繁に行 っている。マンション]i

事の看工は皆無。価格動向が混沌 としている。ゼネコン

はす ぐに買うこともないという姿勢だ。流通 も明細がな

いので枠があっても消化できない。

△平鋼…荷動きは非常に低調。今後、下げ場面が想定 さ

れるので、極力、在庫を減 らす方針である。頻繁に客先

からの値引き要請がある。
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△形鋼概況… 10月 部会調査では前月比で人庫 8%増、

出庫 4%増、在庫横ばい。 9月 より 10月 が悪 く、 11
月はそれ以上に落ちている。

△ H形鋼…需要不振で出荷がおもわ しくない。価格動向

では上値 と下値の差が大きくて、市況がいくらであるか

言い表せない。在庫は増えている。物件の延期、中止が

相次 ぎ、荷動き停滞の大きな原因となっている。

△一般形鋼…契約残の消化が進み在庫が増加 している。

予想外の価格下落で、完全に逆ざやである。

△C形鋼… 10月 分科会調査では、人庫 14%減、

34%増 、直接販売 13%増、在庫 11%減。

△広幅製品… 10月 分科会調査では人庫 42%減、

7%減、直接販売 28%増 、在庫 2%増。

△コラム… 10月 値上げに伴い仮需があった。市中は弱

含み横ばい。 100%転 嫁できず採算割れである。

△薄板概況…在庫の余剰感強 く弱含み。見積 もりだけで

なかなか商談が決まらない。

△冷延…重要がなく、在庫が多い。ユーザーなどからの

値下げ圧力が強まっている。

△表面処理…建材、電機などの需要がない。下げて売っ

ても量が拐|け る状況ではない。

△厚板耳付 き、切板母材…市中は多少の下げで落ち着い

ているようだ。これから最高値の玉が入荷する。価格修

正があるだろう。建築は相変わらず悪い。建設機械、産

業機械、造船にも陰 りが出てきた。大型機械がキャンセ

ルされ、先々不透明。また、設備投資関連が延期、中止

にな り、足元は思い。

△中板・ホッ トコイル…先安感が台頭 している。中心値

がどこにあるか市況のつかみ所がない。在庫増加が懸念

材料である。また、価格動向が非常に不安定である。

△厚板定尺…今年度 まで需要過多であるが、来年度は供

給が上回る。非常に厳 しい。これだけ品物が動かないの

で手の打ちようがない。

△縞板…極度に落ち込んだ状況が続いている。サブシヤ

からの定尺注文が全 くない。切板に関 しては歩留 り損が

増大 している。納期 を間に合わせるためだけの残業が夏

以降続いている。

△鋼管概況…在庫調整 と与信管理に注力 している。先行

き下がるとの見方もあるが、時期的にいつなのか、見通

せない。高炉が下げると大変な事態になる。

△高炉品…ガス管は荷動き低調で、大口案件の延期、中

止の影響大である。今、買ったら下がるのではないかと

の心理的重圧がある。シームレス管は リロールメーカー

向けが好調。小径管はスッポ トの買い付けが入った。中

径角は良 くない。

△溶協品…月を追って STKは 悪化。 8月 以降前年比マ

イナスが続いている。構造用は多めになっている。あま

り中し込みをしていないのに在庫が増えたのは、買い控

えと仕事のなさによるものである。

申し込みを絞っても在庫減らず
●OSAか らの概況報告 (阪上 )

出るはずの秋需は壊減状態。大型物件の延期、中止の

話 も多々ある。減退傾向が顕著である。 1～ 2害」の減少

を聞いても驚かない、 4割 、 5害1減 もある。建設、製造

ともに減少。 10月 末在庫は横ばいか微増 となろう。 8
～ 9月 にかけて申し込み圧縮 をしたが、販売量未達で申

し込みを更に圧縮 した。地方末端流通は買い控え、出荷

促進で在庫は減 っているが、新たな発注は しないだろう

出庫

出庫
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販売不振、先安感、流通の売 り急 ぎ、投げ売 りで急激な

価格下落 となっている。。

トヨタ減産発表ヽ地区景況冷え込む
●愛鉄連からの概況報告 (木下 )

ll月 に入 り、当地区の市場環境は悪化 し、一段 と厳

しくなっている。 トヨタ自動車の中間決算発表以降、こ

の影響を被 り、地区景況が急速に冷え込んでいる。 トヨ

タ関連の設備投資は全面見直 しとなり、ゼネコン、ファ

プに大きな影響が出ている。 10、 11月 の落ち込みが

著 しく月次で赤字になる店が多くなっている。市況は各

品種 とも下落 している。また、販売の向け先別で大きな

値差がある。今後の市況展開は全 く読めない。

製造業関連軒並みダウン
●神奈川からの概況報告 (井上 )

先般、地元の神鉄連の例会があったが、厳 しい話ばか

りだった。切板屋からは、東鉄が下げたからといって、

す ぐに下がるのものではないが、ジリジリと足元から弱

くなってお り、量が落ち、残業 もなくなったとのことだ

った。 4年の手持ちがあるとされていた造船にもキャン

セルが出ている。大手産業機械 メーカーは 30～ 40%
の生産調整に入るそうだ。大型物件は延期、中止になっ

ている。Mグ レー ドファプは足元の仕事が薄い。市場で

は投げ売 り、換金売 りに走る向きもある。このような状

況なので、無理せず嵐が過 ぎ去るのを待つ しかない。

在庫評価損に苦慮、荷動き急激に落ち込む
●新潟からの概況報告 (今井 )

いい話はない。当地区には自動車産業はないが、間接

的に影響を被っている。荷動きは 10月 に 10%ほ ど落

ち込み、前記 と比べると 2割近い落ち込みになった。コ

イルセンターは 7～ 8月 の実績が良かっただけに、そこ

から角、激に落ち込み 3割 、 4割減は当た り前 という感覚

である。ステンレスも市況で撃たれている。扱い業者が

どのような対処をしていくのか判 らないが、やれること

はコス トを落 として歩留 りを向上させることだろう。ス

クラップや原材料の動向で製品価格は乱高下 した。現状

在庫評価損が出ることになるが、それが決算時にどのく

らいになるのか、そのことで各社、頭を悩ましているの

ではないか。

製造業関連はさっばり
●石川からの概況報告 (南 )

需要先でまあまあなのは耐震構造関係の補強工事、食

品機械、製薬業界向け、風力発電などの環境プラント。

公共の建築・土木は今がピークで、上下水道のメンテナ

ンスはまあまあいいらしい。請け負う業者、施主は状況

を理解 しており、危ないところには仕事を出していない

物作 りはさっぱりで、好調と言われていた鉱山機械にも

陰 りが出てきた。

ダンゴ出荷されヽ困惑
●茨城からの概況報告 (関本・ 1日 役員 )

学校の耐震補強工事、役所関係の案件がばちばち出て

いる。それ以外の物件が少なく県内では仕事が全然ない

2ヶ 月ほど前は、厚板が入 り難かったが、現在では 4ヶ

月、 5ヶ 月相当の量が一気に入荷 してお り、扱い業者は

困っている。



世界的な自動車販売減退ヽ今後の影響を懸念
●林会長 (総括 )

鉄鋼を取 り巻 く環境は一段 と厳 しくなっている。特に |

厳 しいのは自動車。販売減による減産が日本だけでなく
|

世界中で起こっている。今まで自動車は一地域で落 ちて
|

も他地域でカバー してきた。今回は世界同時減産 という |

かつてなっかたことが発生 している。特に地元 トヨタの |

状況については報告にもあったように、本社が 3割減 と
|

なれば、概ね下請は 5害1、 6割 、 7割減を強いられる。 |
カンバ ン方式で元請けが在庫を持たない分、しわ寄せ さ

|

れるし、仕掛品 もあるので減産幅がきつ くなる。先般、 1

琴黒↑罰叩r奎 た石黒な磐ゝ量毒皇毒:丁

｀

′晨FT羨 早 |

請は 2週間のうち 1日 か 2日 しか働いていない酷い事態

になっている。世界中でこれほど自動車の落ち込むとい

うことは初めてではないか。それだけに薄板について、

急遠高炉は減産強化の取 り組みをしておられるが、どれ

ほど落ち込むのか、その点が非常に不透明であろう。ア

メリカでも自動車大手 3社が年内もつか、もたないか、

民主党政権が何 とかカバーするのか、様々に取 り沙汰 さ

れている。どうなるか全 く判 らないが、この落ち込みは

大変なことである。世界がまさに金融不安によつて景気

後退の只中にある。そ して、その影響が自動車産業に顕

著に現れている。我々鉄鋼流通は自動車産業の恩恵に浴

した部分もあったが、初めての強烈な落ち込みが他業界

にどれほどの影響を及ぼすのか注視 している。

*こ の後、商社・メーカーから発言があった。なお、発

言内容については別紙資料 3-1、 3-2を 参照。

中小企業の資金繰りを応援
・

賃雲馨重亨」竺禦にょると、 10月 の全国の倒産件数
|

は1,429件で今年最多、負債総額は1兆77億円。倒産件
|

数は前年同月比で169件増で、10月 としては2002年 の1,|

790件以来、6年ぶ りに1,400件 を上回った。産業別で
|

は小売業、運輸業で今年最多を記録 した他、建設業は4 1

ヶ月連続で400件 を超え、不動産業も前年同月比約5割

増となっている。前月に続いて1兆円を上回り、負債 101

億円以上の任1産 が今年 2番目となる96件 、大型倒産の多
|

発が影響 している。1～ 10月 で上場企業の倒産が27件。 |

9月 が7件、10月 は月間最多の8件でこのうち7件が不

動産関連と建設である。1～ 10月 では27件 のうち10件 が

不動産関連と建設であった。相変わらず物凄い不況で、

雫曇息輩盟旅たEあ峯昌懲:馬繁「寒「黒蒐瑾黒皐軌豊
が導入されることになった。 10月 21日 に施行され、545

業種が指定されたということは前回お話 したが、もちろ

ん鉄鋼関係 も全部含まれている。その後、10月 30日 に麻

生総理が世界的な金融不安に対する新 しい経済対策、生

活対策を発表 している。信用保証協会による+1度 の緊急

補償額は6兆円規模だったものを新たに14兆円追加 し、

20兆円規模に拡大 している。また、セーフテイネット貸

付 もあるが、政府系金融機関の貸付枠 も現行7兆円規模

だったものを追加 し、10兆 円規模 とした。その結果、現

在全体で緊急保証制度に指定された618業種が対象とさ

れている。原材料価格高騰の影響が低い業種以外で、保

証制度の対象となるのが約900業種 と言われてお り、企

業数では約 7害1、 売上高で約 8害1を カバーする状況にな
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(了

っている。経済産業省は、中小企業の貸 し渋 りHO番 を

各地に設定 して、資金繰 りの支援に力を入れている。業

況が悪いので、このような制度があるので年末年始に向

けて資金繰 りの一助 として適切に活用 していただきたい

。末端の流通在庫は調整が進んでいるとの報告があった

が、薄板 3品在庫などの増加が懸念されるため、今後、

製販一体 となった一層の取 り組みを期待 している

実需に見合った生産販売の見極めを
●小野会長

残念ながら良い話は全 くなく、日々状況は悪化 してい

る。底が見えない、というのが現状を表 しているといえ

る。これまで景気好調を支えてきた、自動車や製造業を

含めたほとんどの需要分野が前途多難な状況にある。ア

メリカ発の景気後退は新興国 も巻き込んで、よい国や地

域が一つもない、全世界的に景気後退が起きているとい

うことだと思 う。こうした状況下では、需要動向に注意

を払い。今、我々ができることを、やるべきタイミング

でやるということに尽きると思 っている。 」FEス チー

ルとしては、在庫が大幅に増加傾向にある中、本当の実

需に見合った、更には需要変化を先取 りするといつた生

産・販売徹底 していくことに尽きると考えている。

会員企業消息 (平成20年 11月 1日 ～ 11月 30日 )

(所在地・代表者変更など〕
○閉ワテックス (東鉄連・鋼管)～本社所在地を千代田

区神田須田町 1-12-3ア ルカディアビルに移転。電

話 03-5207-6091、 FAX03-5207-
6093に 変更 した。

会員入退会 (平成20年 11月 1日 ～11月 30日 )

|   〔入 会 〕

|       *該 当事項なし

|       〔挺塾づ≧ 〕

1湘南実業閉・三新鋼商欄 (神鉄連協同組合 )

第5回鉄鋼営業中堅社員研修講座を終えてのアンケート

11月 21日 (金 )実施 した表記講座のアンケー ト結

果より、受講者のコメントを一部抜粋 し、掲載。なお、

本結果は受講 した会社へ郵送済み。また、本アンケー ト

な希鼻を置あ皐甚 |よ 臭基露整履差万菫ξ槍∫縛畠二iこ 全

部説明不可能なたくさんの資料を用意 して くださいまし

た。最後のご自身の体験談が、良かったです。同 じ体験

をしないよう注意 します。

oせ っかく浦安に来たので、先進的な問屋倉庫の流通シ

ステムを見学 したかった。

○「財務諸表の見方と与信管理」「人を育て 。やる気を

起 こさせる『叱 り方』Jは良かった。今後、実務に役立

てたい。

OITも すごいのですが、鉄屋はまだまだ人間力の方が

強いと思 う。アナログ人間の比率が高い。
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11月 25日 結切で、当会役員 167名 に対し、このアンケー トを行つたところ、 94名 (563,6)か ら回答があり、その結果 (太枠内)が 下記の通 りまとまり

ましたのでご報告いたします。

7割が前年同月比、数量減

*DI算出方法=(A× 2+B× 1-D× 1-E× 2)÷ L「l答数×100

1問 11貴社の10月 (先月)の総売上金は、前年同月比べ如何でしたか。
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1問 21貴社営業窓日から見て11月 (今月)の販売量は前月比如何ですか。

I間 41貴社における向う3ヶ月間の需要動向についての予測は如何ですか

1間 51下記主要品種の貴地区市場の需給状況は如何ですか。
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I問 31貴社の10月 (先月)の企業収益状況は、如何ですか。
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